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和モダンのデザイン建具「組子」
組子は日本古来から木造建築などに用いられてきた技術のひとつです。

小さな木片同士を組み合わせることで、直線だけでなく曲線などを再現し、多彩な幾何学模様を生み出

すことができます。一般的に欄間やふすまの建具に施されることが多く、日本を代表する伝統文化のひ

とつとして知られています。

組子の大きな特徴は、釘などを使わずに組み付けること。

のこぎりやカンナなどを使い、小さな木片に溝や穴などを作り、ひとつひとつ手作業で組み付けていき

ます。

組子の模様は200パターン以上あり

その模様に意味を持つものが多いです。

麻の葉..子供の健康と成長を願う

胡麻…健康長寿

桜…豊作やスタート

竜胆…人との縁をつなぐ

蜀江…縁談や長寿を叶える

割菱つなぎ、桝つなぎ…子孫繁栄無病息災

松皮菱…厄除け

意味を持たせたものを飾る。粋ですね。

古民家で使用していた欄間を飾る。
おしゃれですね。

内装ドアや障子を組子でデザインする。

家にいたくなる、自慢の場所を１つ作る

と心が豊かに生活ができます。

変わり種、コンセントに障
子戸を演出。
面白いですね。

組子で作ったランプは取り入れ
やすく、部屋の趣が変わります。
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